
























































































































成音韻論とはかなり異質の、アンドレ・マルティネのÉléments de linguistique 
généraleを原書で３年かけて読むことにしたのも、このお言葉の影響が大き
かったと思う。後にマルティネ本人が来日し、東京で１週間講演を行ったと
きに受講しに行ったのも同じ気持ちからであり、その際、例の「言語の二重
分節」にまつわるかねてからの疑問を氏に質し、これがきっかけで、「言語の
二重分節」という概念が内包する大きな問題点に気付いたのも、同様である。
翻訳を行う際に使える、可能な限り客観性を確保するためのお奨めの実践
的方法というのも教えてくださった。仮翻訳した原稿を一旦机の中にしまっ
て何日間かわざと寝かせるのだそうである。自分の行った翻訳を少し忘れか
けた頃に机から取り出してあらためて読んでみると、独りよがりなところや
荒削りな箇所が見えて来やすくなる、というのである。historic（al） presentを
「歴史的現在（形）」と訳すのは誤訳である、というのを教えてくださったの
も先生である。
学問に向き合う際の心がけに関連して、トインビーのエピソードをお話し
くださったことも忘れられない。トインビーが子どもの頃、ある日祖父が「人
間がこの世に生まれてくるのは幸せになるためではないのだよ。」と言った
そうである。常識とは懸け離れたこの言葉が少年トインビーの心からずーっ
と離れず、結果的に人間の歴史研究に向かわしめた、というのである。
２．個人的なエピソード
最後に、個人的に思い出深いエピソードで本稿を締め括るのをお恕しいた
だきたい。だいぶん前のことになるが、ダム建設のために七ヶ宿の村を一部
水没させることになった。先生は水没する前に村を見ておきたいとおっしゃ
－ 40 －
り、それではということで、先輩が車を運転し、筆者がナビ役を務めて、先
生と奥様を村までお連れしたことがある。奥様がおいしいおにぎりを握って
くださった。現場に向かう途中で、ある箇所に差し掛かった。そこには振袖
地蔵と関の地蔵と呼ばれる地蔵が二体少し距離を置いて据えられている。思
いを寄せ合う男女がモデルだそうで、向きを変えて据えても知らぬ間にいつ
の間にかお互いの方に向き合ってしまう、という言い伝えのある地蔵であっ
た。一体が立っていて、もう一体が座っている。そんな話を先輩がしながら
現場を通りかかると、みんななるほどと聞き入っていた。筆者がふと思いつ
いて、「慕い合う二人、まさしく居ても立ってもいられない、というところ
ですかね。」と言ったら、先輩が呆れ顔で、「また駄洒落か。先生、高橋君は
少し病気でね。ことあるごとに駄洒落ばっかり言ってるんですよ。」と嘆い
た。そのとき先生は「そうか。でも、今のはまあまあ良かったよ。」と言っ
てくださった。ほっと胸を撫でおろした瞬間であった。いよいよ村が近づい
たとき、初めて行く土地であったせいもあり、ちょっと道が不安になったと
きがあった。しかし、たまたま直前に見知らぬ車が一台走っており、「まあ、
この車も村に行くんだろう。これについていけば多分大丈夫だろう。」とい
うことになった。そのとき、筆者がまたまた余計なことを口走った。「でも、
ひょっとして前の車も、後ろの我々の車が同じ方向に走っているから多分大
丈夫だろうと、あっちはあっちで思ってたりして…。」すると、奥様が、と
てもおかしがって、えらく笑ってくださった。今でも懐かしく思い起こされ
るシーンである。
長谷川先生も奥様も今はもうおいでにならない。しかし、我々弟子の胸の
裡には深くしっかりと学恩が刻まれている。ご冥福を祈りつつ、先生の名を
汚さぬよう、懸命に精進したいと思う。
